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論文内容の要旨
神経突起の伸展が生体内でどのように制御されているかは，神経回路の発生及び、再生の重要な研究テーマである。近
年，神経突起の伸展を抑制するような因子が生体内で重要な働きを行なっていることが示唆されてきた。オリゴデンド
ロサイトが発現している神経突起伸展抑制因子はこのような因子の一つであり，特に高等脊椎動物の中枢神経の再生不
全の原因として考えられてきた。私は博士論文において，オリゴデンドロサイトの神経細胞に対する神経突起伸展抑制
作用に細胞特異性があることを明らかにした。実験に用いた神経組織の内，後根神経節，交感神経節の神経突起伸展は
オリゴデンド、ロサイトにより抑制を受けたが，網膜は抑制されなかった。網膜は発生学的に中枢神経系に属している事，
又，他の後根神経節，交感神経節は末梢神経系であることを考えると，オリゴデンドロサイトの中枢神経再生不全にお
ける役割は再考の余地があると考えられる。又，このオリゴデンドロサイトに発現している抑制因子を分子生物学的手
法で研究するために，グリア培養株細胞を分化誘導して抑制因子を発現させることを試みた。このような系が確立でき
れば，分化前後のmRNAをサブトラク卜することにより抑制因子の候補遺伝子を限定することができると考えられる。
実験の結果， C6細胞を高密度培養することにより，後根神経節神経突起の伸展を抑制するような性質を発現させること
に成功した。又，この抑制作用には細胞特異性があり，網膜は抑制を受けなかった。このような性質はオリゴデンドロ
サイトに非常に類似していることから， C6細胞はオリゴデンドロサイトの抑制因子を調べるよい実験系になると期待
される。
論文審査の結果の要旨
神経突起の伸展が生体内でどのように制御されているかは，神経団路の発生及び再生の重要な研究テーマである。近
年，神経突起の伸展を抑制するような因子が生体内で重要な働きを行なっていることが示唆されてきた。オリゴデンド
ロサイトが発現している神経突起伸展抑制因子はこのような因子の一つであり，特に高等脊椎動物の中枢神経の再生不
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全の原因として考えられてきた。本研究は，オリゴデンドロサイトの神経細胞に対する神経突起伸展抑制作用に細胞特
異性があることを明らかにしたものである。実験に用いた神経組織の内，後根神経節，交感神経節の神経突起伸展はオ
リゴデンドロサイトにより抑制を受けたが，網膜の神経突起は抑制されなかった。網膜は発生学的に中枢神経系に属し
ている事，又，他の後根神経節，交感神経節は末梢神経系であることを考えると，オリゴデンドロサイトの中枢神経再生
不全における役割は再考の余地があると考えられる。又，このオリゴデンドロサイトに発現している抑制因子を分子生
物学的手法で研究するために，グリア培養株細胞を分化誘導して抑制因子を発現させることを試みた。このような系が
確立できれば，分化前後のmRNAをサブトラクトすることにより抑制因子の候補遺伝子を限定することができると考
えられる。実験の結果， C6細胞を高密度培養することにより，後根神経節神経突起の伸展を抑制するような性質を発現
させることに成功した。又，この抑制作用には細胞特異性があり，網膜は抑制を受けなかった。
以上のように本研究は神経突起の伸展のメカニズムと軸索再生の機構に関して極めて重要かっ新しい知見をもたら
した。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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